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道路特定事業計画・交通安全特定事業計画の画・交通安全
目的・位置付け的・位置付け

山科地区のバリアフリー化の推進のバリアフリー

　日本では，急速に高齢化が進んでおり，平成２７年（２０１５年）には国民の４人に１人が６５歳以上の高齢

者となる本格的な高齢社会が到来すると予測されています。また，障害のある人もない人も同じよう

に生活し活動する社会を目指す「ノーマライゼーション」の理念が浸透してきており，このような背景

から，高齢者や身体に障害のある人などが自立した日常生活や社会生活を営むことのできる都市環

境を整備することが強く求められています。

このため，京都市では，高齢者や身体に障害のある人などが，市内を安全・快適に安心して移動できる

交通環境を整備するための様々な施策に取り組んでおり，その一環として，JR・京阪・地下鉄山科駅

を中心とした徒歩圏内の地区である「山科地区」を対象に，「山科地区交通バリアフリー移動円滑化

基本構想」（以下「山科地区基本構想」といいます。）を平成１５年１０月に策定いたしました。

　この山科地区基本構想は，平成１２年１１月に施行された「高齢者，身体障害者等の公共交通機関を

利用した移動の円滑化の促進に関する法律」（いわゆる「交通バリアフリー法」）や平成１４年１０月に

京都市独自の取組として策定した「京都市交通バリアフリー全体構想」（以下「全体構想」といいま

す。）に基づいて策定したものであり，今後，山科地区の駅や駅周辺の道路などのバリアフリー化（段

差をなくしたり，視覚障害のある人を誘導するための点字ブロックを設置することなど）を推進して

いくに当たっての基本的事項を定めたものです。

　これらを受け，基本構想に定められた重点整備地区内の特定経路等について京都市の道路管理者

が道路特定事業計画を京都府公安委員会が交通安全特定事業を,学識経験者，高齢者･障害者団体の

代表者，地域の代表者，公共交通事業者，行政関係者等の意見を踏まえながら策定いたしました。今後

は，この事業計画に沿って事業推進を行ってまいります。行ってまいります。

　今後，山科地区基本構想に基づき，公共交通事業者や京都市の道路管理者及び京都府公安委員会共交通事業者や京都市

などは，施設や設備の改善事業を実施ししていきます。

　京都市の道路管理者が実施する旅客施設周辺の道
路において段差や勾配の改善などを行う事業のうち，
必要性，緊急性の高い事業をいいます。

　京都府公安委員会が実施する旅客施設周辺の道路
において音響式信号機の設置などを行う事業のうち,
必要性,緊急性の高い事業をいいます。

　バリアフリー化事業の完了目標年次は，平成２２年
（２０１０年）を基本とし，以下の区分に基づいて事業を
実施していきます。

●「道路特定事業」とは

●「交通安全特定事業」とは

● いつごろ完成するのか

（１）特定事業の目標年次
特定事業の完了目標年次は，平成２２年（２０１０年）とします。

（２）特定事業以外の事業の目標年次
特定事業以外の事業については，可能な限り平成２２年（２０１０年）までに完了するよう努
めるとともに，平成２３年以降を含めた長期的な取組も進めていくものとします。
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歩道整備済み

歩道の拡幅

歩道の全面改良

歩道の部分改良

歩車共存道路の整備

凡　例（事業内容）

凡　例（経路）
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身体障害者に配慮した乗降場の設置

側溝のふたの改良

目が細かいので杖などが
すき間に入らない。

目が粗いと杖などが
すき間に入り危ない。

歩道の段差の改良

現在5箇所ある自家用車乗降スペースの
1箇所を身体障害者の利用に配慮した構造とし,

標識の設置,路面表示を行います。

バス停留所の改良（四ノ宮四ツ塚線）

既設信号機への視覚障害用付加装置の整備

道路構造の見直しによる歩道拡幅

車いす同士がすれ違い
できるように歩道の幅を広げます。

青信号時に音を出すことで
視覚障害者の補助を行います。

交通安全特定事業計画

カラー舗装による整備（歩車共存道路）

色分けにより
車両のスピードを抑制し
歩行者の安全を確保します。

バス・タクシー乗降場の改良

バス・タクシー乗降場の段差を
改良し、バス正着が困難な箇所では
テラス型降場の設置をします。

視覚障害者誘導用ブロックの設置

視覚障害者にとって、
横断歩道の認識を容易にします。

歩道の段差・勾配の改良

車いすでも安心して
走行できる勾配にします。

（5％以下）

平坦部を作ります。

段差は
1cmを標準にします。

道路特定事業計画

交通安全特定事業計画

凡例

違法駐車防止の指導・取締り
及び広報・啓発の推進

歩道の段差の改良

歩道の段差は標準1センチ。 段差が大きいと車いす
では大変。
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● ー経路に位置付けられていない道路の整備についてバリアフリー
位置付けられていない道路についても重点整備地区内外を問わず，道路の新設及び改良をバリアフリー経路に位
可能な限りバリアフリー対応としていきます。行う際の歩道整備は，

● ー化推進に向けてバリアフリー
施した道路をより使いやすく維持していくためには，市民一人一人の理解と協力が必要で　道路特定事業で実

す。特に，歩道等における自転車の放置や違法駐車等の防止及び移動円滑化されている経路，施設に関するソす 特に歩道等におけ
フト的施策も同時に進めていく必要があります。また，市民が高齢者や身体に障害のある人などに対する理解
を深め，手助けなどの積極的な協力を行うことのできる環境を整備するため，行政機関，公共交通事業者，市民な
どが互いに連携した施策を展開し，国民全ての責務である「心のバリアフリー」を推進していきます。そのため
には，「山科地区交通バリアフリー移動円滑化基本構想」で示されているような対策を道路施設整備事業と同
時に進めていく必要があります。

● 備地区におけるバリアフリー化推進の流れ重点整備

放置自転車の撤去作業 啓発ポスター
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特定事業の完了
（目標年次：平成22年） （可能な限り平成22年までに完了）

長期的な取組

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

移動円滑化基本構想策定
（平成15年10月）

）（公共交通事業者） （京都市の道路管理者） （京都府公安委員会）

公共交通特定事業計画作成 道路特定事業計画作成 交通安全特定事業計画作成

道路特定事業の実施 交通安全特定事業の実施 特定事業以外の事業の実施公共交通特定事業の実施



経路種別

但し,整備目標年次は現時点での目標を示したものであり,今後の財政状況や事業の進捗状況により変更することがあります。

路線名 事業内容区間
目標年次

特定経路 府道 渋谷山科停車場線
（駅前広場含む）

山科駅～外環三条交差点

特定経路 市道 外環状線
外環三条交差点
　　　～外環渋谷交差点

特定経路 市道 山科竹鼻緯３号線
（渋谷街道）

外環渋谷交差点
　　　～渋谷醍醐道交差点

準特定経路
その他の経路

府道 小野山科停車場線
（醍醐街道）

渋谷醍醐道交差点
　　　～山階小学校

特定経路 府道 渋谷山科停車場線
府道 四ノ宮四ツ塚線

外環三条交差点
　　　～京都薬科大学

15 16 17 18 19 20 21 22

・駅前広場（部分改良）
・歩道の改良（部分改良）

・既設信号機への視覚障害者用付加装置の整備

・歩道の拡幅
・歩道の改良（全面改良,車道の嵩上げ検討）

・横断歩道であることを表示する道路表示等の設置

・歩道の改良（全面改良・車道の嵩上げ検討）

・歩車共存道路の整備

・歩道の改良（全面改良・車道の嵩上げ検討）

・既設信号機への歩行者用灯器の増設

整備目標
年次

・既設信号機への視覚障害者用付加装置の整備

旅客施設（鉄道）

官公庁施設

福祉施設

医療施設

教育施設

文化
レクリエーション施設等

都市公園･緑地

商業施設等

凡　例（主要施設）

凡　例（経路）

重点整備地区

赤字=道路特定事業計画

青字=交通安全特定事業計画

赤字=道路特定事業計画 青字=交通安全特定事業計画
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重点整備地区

道路特定事業計画と交通安全特定事業計画における事業内容

特
定
経
路
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準
特
定
経
路

そ
の
他
の
経
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市道外環状線
横断歩道の標示

府道渋谷山科停車場線（外環三条交差点）
視覚障害者用の付加装置（音響装置）の設置
歩行者支援システムの導入を検討

山科駅前広場及び特定経路等

違法駐車の指導・取締り及び広報・啓発の推進

府道渋谷山科停車場線
府道四ノ宮四ツ塚線
（外環三条交差点～京都薬科大学）

府道小野山科停車場線
（渋谷醍醐道交差点～山階小学校）

歩車共存道路の整備

市道山科竹鼻緯３号線
（外環渋谷交差点～渋谷醍醐道交差点）
歩道の拡幅
　・用地買収による歩道の拡幅
　・視覚障害者誘導用ブロックの敷設
　・透水性舗装化
歩道の改良（全面改良・車道の嵩上げ検討）
　・段差・勾配の改善
　・視覚障害者誘導用ブロックの敷設
　・透水性舗装化
　・側溝の改良

市道外環状線
（外環三条交差点～外環渋谷交差点）
歩道の改良（全面改良・車道の嵩上げ検討）
　・段差・勾配の改善
　・視覚障害者誘導用ブロックの敷設
　・透水性舗装化
　・植栽桝の改良

府道渋谷山科停車場線
（山科駅～外環三条交差点）

駅前広場（部分改良）
　・段差・勾配の改善
　・バス・タクシー乗降場の改良
　・視覚障害者誘導用ブロックの敷設
　・身体障害者に配慮した乗降場の設置
歩道の改良（部分改良）
　・段差・勾配の改善

歩道の改良（全体改良・車道の嵩上げ検討）
　・段差・勾配の改善
　・視覚障害者誘導用ブロックの敷設
　・バス停留所の改良
　・透水性舗装化
　・側溝の改良
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山科地区交通バリアフリー移動円滑化基本構想に基づく
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